

































探究 疇のプロ憚団員と出会い，どのように映像 ⑨ 
制作をしていくのか考える














探究 取材活動・現地調査を行う ④ 
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大人と出会いながら友だちと共に探究と伝え合う活
動を3度行い，最後に自分たちの学びの成果物として
映像作品の完成させる単元をとおして学びに向かうカ
を高めることができた。実践を終えた後「何度も撮影
をすることで自分たちが伝えたい映像作品を完成する
ことができた。」「和歌山城の魅力を考えることで和歌
山城は多くの人の思いで建っていることが分かったし，
自分もがんばろうと思った。」と感想を書いている子ど
もがいた。子どもの感想やアンケート結果からも単元
を通して学びに向かう力が高まっていることが分かっ
た。
課題
アンケート結果において5Fよりも6Fの方が全体
的に結果の向上が高かった。これは， 6Fは昨年度も
総合的な学習の時間にキーコンピテンシーの高まりを
意識した単元を実践していたからだと考える。その中
で，多くの大人と出会い，その大人と向き合うことで
自分たちの学びを深めることができると実感していた
からである。今回の出会いも5Fよりも6Fの子ども
たちの方が見通しをもって学ぶことができていた。（図
5, 因6)そのため，学びに向かう力などキーコンピテ
ンシーを高めるためには， 1年間だけの実践では効果
はあまりないと考えている。そのため学校全体でカリ
キュラムデザインをしていくことの必要性があると考
える。
図5 K先生と撮影の練習
図6 劇団zさんと演技の練習
参考文献
田村学(2015)「授業を磨く」東洋館出版
- 123-
